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彙 報

彙 報 平成元年10月 ～
平成元年12月

人事移動

　(教育職)　　　 (配置換)

　10月1日　第二研究部助教授　田村　克己

　　　　　　(金沢大学助教授)

　　　　　　　 (昇 任)

　10月16日　第二研究部教授　　松澤　員子

　　　　　 (第二研究部助教授)

　　　　　 第五研究部教授　　垂水　　稔

　　　　　 (第五研究部助教授)

　ユ2月31日　　　(退　職)

　　　　　 第五研究部教授　ケネス・
　　　　　　　　　　　　　　　　 ラドル

シンポジウム

「現代日本文化における伝統と変容」

　一情報と日本人一

期間　平成元年12月20日(水)～22日(金)

場所　国立民族学博物館

　　　　今回は,「情報と日本人」をテーマ

　　　にして,生 産現場から家庭生活まで,

　　　あらゆる場所で情報通信の技卿革新が

　　　急速にすすむなかで,日 本人にとって

　　　の 「情報化」の意味,「情報化」が日

　　　本人におよぽす影響などが,近 代史を

　　　さかのぼりながら,討論する。

シンポジウム委員会

　委員長

　　野村　雅一　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　 部

　事務局

　　朝倉　敏夫　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部

　　庄司　博史　困立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部

　　吉田　憲司　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部

　　木田　,良次　国立民族学博物館管理部研

　　　　　　　　究協力課共同利用係

　　今田　好子　　「伝統と変容」事務局

　報告者

　　飯沢耕太郎　写真評論家

　　井上　　俊　大阪大学

　 大西　行雄　琵琶湖研究所

　 嘉田由紀子 琵琶湖研究所

　 北村　光二　弘前大学

　 久保　正敏　国立民族学博物館

　 佐藤　健二　法政大学

　 関　　一敏 筑波大学

　 高田　公理 愛知学泉女子短期大学

　 端　　信行　国立民族学博物館

　 野村　雅一　国立民族学博物館

　 吉見　俊哉　東京大学

討論参加者

　 石毛　直道　国立民族学博物館

　 石森　秀三　国立民族学博物館

　 泉 幽香 国立民族学博物館

　 井上 忠司　甲南大学(民 博客員)

　梅棹 　忠夫　国立民族学博物館

　 栗田　靖之　国立民族学博物館

　 小山　修三　国立民族学博物館

　 杉田　繁治　国立民族学博物館

　 祖父江孝男　放送大学

　 竹村　卓二　国立民族学博物館

　　中牧　弘允　国立民族学博物館

　　森田　恒之　国立民族学博物館

　　守屋　　毅　国立民族学博物館

　　吉本　　忍　国立民族学博物館

　　米山　俊直　京都大学

日　程

12月20日(水)

　10:00受 付

　　　　　 (司会 竹村　卓二)

　10:30あ いさつ　　　　　　梅棹　忠夫

　11:30　 問題提起:情 報と日本人

　　　　　　　　　　　　　　 野村　雅一

　　　　　く情報の発信と咀噛〉

　　　　　 (司会　中牧　弘允)

　11:30　 「生活」というコンテキストと「情

　　　　　報」一災害時における情報伝達と

　　　　　流言一　　　　　　　北村　光二

　14:00伝 達媒体としての建築物一天理教

　　　　　の 「神殿」「おやさとやかた」普

　　　　　請をめぐって一　　　関　　一敏

　　　　　　　　　　　　　　　　　 957
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　　　　　 (司会　栗田　靖之)

15:00近 代読書の誕生と変容をめぐって

　　　　　　　　　　　　　　佐藤 健二

　16:15電 縁遠野物語一パソコン通信 「湖

　　　　 鮎ネット』と環境情報一

　　　　　　　　　　　　　　嘉田由紀子

　　　　　　　　　　　　　　大西　行雄

12月21日(木)

　　　　 〈人間の側の変化〉

　　　　　 (司会 石森　秀三)

　10:30電 話コミュニケーションの変容

　　　　　　　　　　　　　　吉見　俊哉

　11:30情 報化と生活意識の変化一情報の

　　　　 「多層化」と生活意職の 「演劇化」

　　　　 一　　　　　　　　 井上　　俊

　　　　　 (司会　小山　修三)

　14:00　 近代都市の成立と写真

　　　　　　　　　　　　　　飯沢耕太郎

　　　　　く情報の価値と 「情報産業」>

　15:00情 報の価値と流通一そのモデル論

　　　　 的考察一　　　　　　久保　正敏

12月22日(金)

　　　　　 (司会 石毛　直道)

　10:30経 済と情報　　　　 端　　信行

　11:30　 「情報産業論」の再考

　　　　　　　　　　　　　　高田　公理

　　　　　 (司会　野村　雅一)

　14:00　 総括討論

海外におけ る研究 ・調査 ・収集活動

　 氏 名 　 官 職 　　 出 発 帰 国 　　 行 先

杉村　　棟　教　授(第 二研究部)　　 1.10.1　 　 1.11.18　 　 ソビエ ト連邦

田邊 繁治 助教授(第 二研究部)　 1・10.1　 2.3.18　 　 タイ,中 華人民共和国

黒田　悦子,教 　授(第 四研究部)　 1.10.2　 1.11.10　 　 スペ イン

石毛 　直道　教　授(第 一研究部)　 1.10.7　 1.10.18　 　 フランス

塚田　誠之　助　 手(第 三研究部)　 1.10・11　 1・1・31　　 中華人 民共和 国

ケネス ・　　 教　授(第 五研究部)　 1.10・20　 1・12.23　　 フィ リピン,シ ンガ ポール,マ　　
ラ ドル　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　レー シア,ア メ リカ合衆国,タ

　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　 イ,バ ング ラデ ィシュ

吉本　　忍　 助　手(第 二研究部)　 1・10・21　 1・11.2　 　 イ ンドネ シァ

林 行夫 助 手(第 四研究部)1・10・231・12・9タ イ

杉田　繁治　教 　授(第 五研 究部)　 1.10.25　 1.11.22　 　 イ ンド

佐藤　浩司　助　手(第 四研究部)　 1・10・29　 1・11.14　　 イ ン ドネ シア

朝倉　敏夫　助　手(第 四研 究部)　 1・11・6　 1.11.28　 　 大韓民 国

大森　康宏　助教授(第 三研究部)　 1・11・20　 2・9・30　　 フ ランス,連 合王国,イ タ リア,　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　
スペイン,ポ ル トガル,ス イス,

　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　 オース トリァ,ド イツ連邦共和　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　 国
,ベ ルギー,オ ランダ,デ ン

　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　 マーク,ス ウェーデ ン

松澤　員子　教　授(第 二研究部)　　 1・11・23　　 1・11・27　　 大韓民国

江 ロ　 ー久 　助教授(第 三研究部)　 1・12・1　 2・2・28　　 フランス,ト ーゴ,カ メルー ン

山本 紀夫　助教授(第 四研究部)　 1・12・4　 2・1・27　　 ア メ リカ合衆 国,ペ ルー

藤井　知昭　教 　授(第 五研究部)　 1・12・11　 1・12・22　　 中華人民共和 国

利光　有紀　助　手(第 一研究部)　　 1・12・11　 1・12・30　　 中華人民共和 国

石毛　直道　教　授(第 一研究部)　 1・12・12　 1・12・16　　 大韓民国

和 田　正平 教 授(第 三研究部)　 1.12.16　 2.1.13　 　 ケニア,タ ンザ ニア

長 野　泰彦　助教授(第 一研究部)　 1・12.18　 1.12.27　 　 イ ンド
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来館者抄

　 10月3日 　エマニ ュエル ・デ ボン(カ メル

　　　　　　 ー ン,科 学技術高等教育省動物

　　　　　　 学研究所長)

　　　　　　 Abdul　 K　 ALI(マ レーシア,

　　　　　　 人事院人材開発部東方政策担 当

　　　　　　 課長)

　　　　　　Abu　 Shamsi　RANI(マ レー シ

　　　　　　 ア,同 課課長補佐)

　 10月4日 　 小 川弘一(岐 阜 市 歴 史 博 物 館

　　　　　　 長)

　　　　　　 白木 　正(同 館学芸係長)

　 10、目5日 　パ ルガス ・リョサ(ペ ルー,ペ

　　　　　　 ンクラブ会長)夫 妻

　　　　　　 ミゲル ・ベガ ・アルベアル(ペ

　　　　　　 ルー,ペ ルー工業会 長 ・ペル ー

　　　　　　民 間経営者団体連合会長)夫 妻

　　　　　　 フ ェリペ ・ソンダイク(ペ ルー,

　　　　　　 ペルー石油公 社副社長 ・国家工

　　　　　　 ネルギー審議会長)夫 妻

　 10月12日 　 中国北京民族文化 宮代表団一行

　　　　　　団長 郭金鋒,趙 　義,王 景亭,

　　　　　　王復舜,罪 　昭,曹 宇東

　 10月13日 　Donald　H・RUBINSTEIN(グ

　　　　　　 ァム,グ ァム大学 ミクロネシア

　　　　　　研究 セ ンター長)

　　　　　　 Hiro　KURASINA(グ ァ ム,

　　　　　　 同助教授)

　 10月16日 　第16回 東南 アジア 日本留学者の

　　　　　　 集い参加者一行

　 10月17日 劉 学 堂(中 国,新 彊文物考古

　　　　　　 研究館員補)

　　　　　　 ア ンニーワーアル ・ハスム(中

　　　　　　 国,新 彊ウイ ングル自治 区博物

　　　　　　 館館員補)

　　　　　　 Abul　Monsur　 MUSA(バ ング

　　　　　　 ラデ ィシュ,ダ ッカ大学現代言

　　　　　　 語研究所長)

　 10月18日 　 辻　健 介(学 術情報セ ンター事

　　　　　　 業部データベース課長)

　　　　　　 大野 透(同 課文献データベー

　　　　　　 ス係長)

　 　　　 村田　 輝(同 課数値画像データ

　 　　　 ベース係員)

10.月19日　 高橋家利(愛 知県教育委員会文

　 　　　 化財課課長補佐)

　 　　　 長崎　稔(同 課主事)

10月21日 　台湾台中文 化建 設考察団一行

　 　　　 団長　洪慶峯他20名

10月22日 　 Loretta　Wong　 REKLAI(パ ラ

　 　　　 オ諸島,行 政省施設 ・調達局長)

　 　　　 Danny　 JACK(マ ーシ ヤル諸島,

　 　　　 内務 ・離島問題 離島局長)

　 　　　 Klasdin　LIHPAI(ミ クロネシ

　 　　　 ア連邦,予 算庁予算局長)

10月　23日　Farouk　SHOUSHA(エ ジプ ト

　 　　　 国営 カイロ放送 副会長兼文化番

　 　　　 組編成局長)

10月24日 　Maria　 Carmen　 HUERA　 CA-

　 　　　 BEZA(ス ペイ ン,バ ル セロナ

　 　　　 市立民族博物館 長)

10月26日 　Abdelkebir　KHATIBI(モ ロ ツ

　 　　　 　コ,モ ハ メ ッド五世大学付属科

　 　　　 学調査研究所教授)

10月　28日　 国立考古学博物館群馬県誘致推

　 　　　 進協議会一行

　 　　　 　フィリピン教育家 日本研修団員

　 　　　 一行

10月31日 　 長崎県児童科学館視察団一行

　 　　　 　 田中一壽(長 崎市 立小学校教

　 　　　 　 諭)

　 　　　 　 高木久人(同)

　 　　　 　 川里小之(長 崎市 立中学校教

　 　　　 　 諭)

　 　　　 　 東 島武 司(長 崎市図書 セ ンタ

　 　　　 　 ー社会教育主事補)

　 　　　 　 宮崎　勉(長 崎市教育研究所

　 　　　 　 指導主事)

　 　　　 Evon　VOGT(元 ハーバー ド大

　 　　　 学教授)

11月3日 蘇 　 虹(中 鼠 東北師範大学

　 　　　 明清史研究所教授)

　 　　　 永 功(中 国,遼 寧省案館副

　 　　　 研究員)

　 　　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　 959



　　　　　　楊 慶 鎮(中 国,遼 寧省社会科

　　　　　　学院副研究員)

　11月6日　銚　　穆(中 国,西 北紡織工学

　　　　　　院名誉院長)

　　　　　　李 宝 徳(中 国,同 院副院長)

　　　　　　李 辛 凱(中 国,同 院教授)

　　　　　　張 長 林(中 国,同 院助教授)

　　　　　　朱 松 文(中 国,同 院助教授)

　　　　　　趙 　 林(中 国,同 院講師)

　11月7日　中国蛙埠市経済友好代表団一行

　　　　　　　団長 劉　　華(市 委員会副

　　　　　　　書記)

　　　　　　　丁 錦 祝(市 教育委員会主任)

　　　　　　　王 　 偉(市 外事弁公室主任)

　　　　　　　張 儀 賓(中 国人民銀行蛙埠

　　　　　　　分行長)

　　　　　　　楊 彬 意(市 第二軽工業局長)

　　　　　　　劉 開 会(市 外事弁公室旅遊

　　　　　　　科長)

　11月9日　村上亘司(東 京都生活文化局コ

　　　　　　ミュニティ文化部江戸東京博物

　　　　　　館建設準備室副参事)

　　　　　　吉村光男(財 団法人東京都文化

　　　　　　振興会江戸東京博物館資料収集

　　　　　　室次長)

　　　　　　山崎晶子(同 会同室主事)

　　　　　　板谷敏弘(同 会同室主事)

　　　　　　鈴木俊明(通 商産業省大臣官房

　　　　　　情報業務室業務係長)

　　　　　　工藤 裕(同 情報管理課)

　　　　　　柳原聡子(同 通商産業研究所政

　　　　　　策情報システム部)

　　　　　　片山啓次(同 近畿通商産業局情

　　　　　　報管理室長補佐)

　　　　　　武田至弘(同 局情報管理室電子

　　　　　　計算専門職)

　　　　　　岡　　一之(同 局同室)

　　　　　　李(韓 国,国 立中央博物

　　　　　　館)

　　　　　　加治幸子(東 京都美術館事業課

　　　　　　図書係司書)
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　　　　　野崎たみ子(同)

　　　　　加藤弘子(同 事業係学芸員)

11月17日 　 国際協力事業団沖縄国際セ ンタ

　　　　　ー情報処理 要員養成 マネジメン

　　　　　 トコース研修員一 行

　　　　　　Jorge　Hugo　 Bruno(ア ルゼ

　　　　　　 ンチ ン,電 気情報処理 セ ンタ

　　　　　　ー,総 合局員ア シスタ ン ト)

　　　　　　Edison　Luiz　Komka(ブ ラジ

　　　　　　ル,シ ステ ムアナ リス ト)

　　　　　　Alfonso　Reyes　Valdivieso(チ

　　　　　　 リ,産 業技術者)

　　　　　　Guiliermo　 Portales　Cabello

　　　　　　 (同,国 家企画図書 館長)

　　　　　　Alla　El・din　Mohamed　 Fahmy

　　　　　　 (エジプ ト,情 報デザイ ンセ

　　　　　　 ンターエジプ ト委員会,マ イ

　　　　　　 クロコンピュータ ーシステム

　　　　　　開発部部長)

　　　　　　Manuel　 Reynaldo　 Bewdez

　　　　　　Conteras(ホ ンジュラス,通

　　　　　　信 ・公共事業 ・運輸省アナ リ

　　　　　　 ス ト)

　　　　　　Norma　 Isabel　Acosta(同,

　　　　　　外務省情報処理部 門,プ ログ

　　　　　　 ラ ミングセ クション主任アナ

　　　　　　 リス ト)

　　　　　　Kah・Pe　Karen　Kuan(香 港,

　　　　　　政府情報処理局アナ リス ト/

　　　　　　 プログラマー)

　　　　　　 Dewi　Kartikawati(イ ンドネ

　　　　　　 シァ,通 産省情報処理部研究

　　　　　　開発課秘書)

　　　　　　Nujod　 Sab-El-Aish(ジ ョル

　　　　　　 ダ ン,文 部省,コ ンピュータ

　　　　　　 ーセ ンター主任)

　　　　　　Mariah　 Bt.　Hassan(マ レイ

　　　　　　 シァ,文 部省 コンピューター

　　　　　　 サービス先 任 システムアナ リ

　　　　　　 ス ト)

　　　　　　Edgar　Shinichi　Maezono(パ
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　　　　　　　 ラグアイ,農 牧 省 システムア

　　　　　　　ナ リス ト)

　　　　　　　Teresita　B.　Roberto(フ ィリ

　　　　　　　 ピン,国 家 コ ンピューターセ

　　　　　　　 ンタープ ロジ ェク トマネージ

　　　　　　　 ヤー)

　　　　　　　Hamad　 S　ulaiman　Alqasoumi

　　　　　　　 (サウデ ィ ・ア ラビア,大 蔵

　　　　　　　省,サ ウジ税関オー トメーシ

　　　　　　　 ョン部代理局長)

　　　　　　　 Rasana　 Patimaprakorn　 (タ

　　　　　　　 イ,国 家入 国管理局情報処理

　　　　　　　 部 システムアナ リス ト)

　　　　　　　 Sumun　 Wangmala(タ イ,法

　　　　　　　 務省 コ ンピューターセ ンター

　　　　　　　 プ ログラマー)

　　　　　　　 Zvezdan　Horvat(ユ ーゴスラ

　　　　　　　 ビア,工 業 システ ム専門学校,

　　　　　　　 科学技術学部技術助手)

　　　　　　 シ ャムスルA・B・(京 都大 学東

　　　　　　 南 アジア研究 セ ンター外国人研

　　　　　　 究 員)

　　　　　　 ザイナル ・ク リン(同 セ ンター

　　　　　　 外国人共 同研究者)

　　　　　　 H.M.ダ ー ラン(同)

　　　　　　 アナス ・サイデ ィ(同)

　　　　　　 ダルマワン ・イ リアス(同)

　　　　　　 金 文 武(韓 国,韓 国文化芸 術

　　　　　　 振興院振興二局長)

　 11月20日 　 セネガル共和国報道関係者一行

　　　　　　　 Djib　DIEDHIOU(ル ・ソレ

　　　　　　　 イユ紙主筆補佐)

　　　　　　　 Babacar　 DIAGNE(国 営 テ

　　　　　　　 レビ ・ラジオ局 ニュース報道

　　　　　　　 部主幹放送記者)

　　　　　　　 Mamadou　 NDIAYE(ワ ル・

　　　　　　　 フ ァジ リ紙経済 ・外交欄担 当

　　　　　　　 記者)

　　　　　　　 Marie-Louise　BENGA(ブ リ

　　　　　　　 ー ランサー)

　 11月21日 　韓国 「国立 国楽院」訪 日研修団

　　　　　　 一行

　　　　　　趙 南 煕(国 立国楽 院管理課)

　　　　　　閲 丙 昌(同 院掌楽課)

　　　　　　金 敬 沫(同 院振興課)

　　　　　　文　　鉱(同 院国楽研究室)

　　　　　　洪 祐 成(同 院掌楽課)

11月23日 初 世 賓(中 国,甘 粛省博物館

　　　　　長)

　　　　　謝 駿 義(中 国,同 館副館長)

　　　　　孟 　 軍(中 国,甘 粛省人民政

　　　　　府外事弁公室職員)

11月　24日 　Vernon　 ALDEN(ア メ リカ合

　　　　　衆国,ボ ス トン日米協会会 長)

　　　　　Manzoor　 AHMAD(パ キスタ

　　　　　 ン,カ ラチ大 学文学部長)

11月27日 　 Harka　GURUNG(ネ パール,

　　　　　地理学者 ・作家 ・元大 臣)

　　　　　 Banira　GIRI(ネ パール,　トリ

　　　　　 ブバ ン大学パ ドマ ・カ ンニ ャ校

　　　　　 ネパール文 学部長)

　　　　　 沖縄県公害衛生研究所技術者 コ

　　　　　 ～ス研修員一行

　　　　　　 Sri　Kuswandari(イ ンドネ シ

　　　　　　 ア,保 健者,疫 病対策 ・環境

　　　　　　 保健部環境保健課長)

　　　　　　 Khadija　Ibrahim　Mohammed

　　　　　　　(イラク,保 健省,食 品分析

　　　　　　 研究所研究員)

　　　　　　 Shony　Alwin　Toma　 (イラク,

　　　　　　 保健省,バ グダ ッ ド環境保護

　　　　　　 局大気汚染課長)

　　　　　　 Myrna　 Lagatao　 Rosario(フ

　　　　　　 ィ リピン,保 健省第一地域,

　　　　　　 イロコス地域衛生研究所医療

　　　　　　 技術官)

　　　　　　 Praphasri　 Eamsobhana　 (タ

　　　　　　 イ,公 衆衛生省,衛 生局職業

　　　　　　 保健課環境衛生技 術官)

　　　　　　 Samiddh　 Sim(カ ンボデ ィア,

　　　　　　 ノ ロ ドムシアヌク殿下公室,

　　　　　　 B居 留地赤十字献血セ ンター

　　　　　　 書記長)
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11月28日　九州国立博物館構想懇話会委員

　　　　　一行

　　　　　　高島忠平(佐 賀県教育庁文化

　　　　　　課参事)

　　　　　　梅田和郎(長崎県立美術館長)

　　　　　　外村次郎(熊本県立美術館長)

　　　　　　後藤昭六(大 分県立宇佐風土

　　　　　　記の丘歴史民俗資料館長)

　　　　　　山本一麿(宮 崎県総合博物館

　　　　　　長)

　　　　　　福田晴夫(鹿 児島県立博物館

　　　　　　長)

　　　　　　大城宗清(沖縄県立博物館長)

　　　　　　田村圓澄(九州歴史資料館長)

11月29日　前田正満(高 エネルギー物理学

　　　　　研究所情報資料室長)

　　　　　枝川　峰(同 所同室情報資料第

　　　　　一係)

11月30日　西来路浩子(国 立国会図書館司

　　　　　書)

　　　　　情報処理学会中部支部会員一行

12月1日　中国陳西省文物保護視察団一行

　　　　　　団長 陳 全 方(陳 西省文物

　　　　　　局副局長)

　　　　　　罪 盛 平(陳 西省文物局文物

　　　　　　処処長)

　　　　　　韓 暁 安(陳 西省入民政府外

　　　　　　事弁公室友城処主任科員)

　　　　　　米 洪 樂(陳 西省人民政府外

　　　　　　事弁公室千部)

12.目5Ei　E,　Jeffrey　STANN　 (アメリカ

　　　　　合衆国,ス ミソニアン研究機構

　　　　　長)

　　　　　中華全国新聞工作者協会代表団

　　　　　一行

　　　　　　団長　唐　　非(中 華全国新

　　　　　　聞工作者協会書記処書記)

　　　　　　団員 藍 振 華(新 彊日報副
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　　　　　 社長)

　　　　　 沈 干 正(中 国少年報社長兼

　　　　　 総編集)

　　　　　 宜 洪 斌(吉 林日報常務副総

　　　　　 編集)

　　　　　 程 理 嘉(科技日報副総編集)

　　　　　 陳　　達(中 国教育報副総編

　　　　　 集)

　　　　　 王 一 義(翫 江科技日報総編

　　　　　 集)

　　　　　 談 忠 余(広 西テレビ局副局

　　　　　 長)

　　　　　 孔 詐 繁(四 川省新聞工作者

　　　　　 協会書記)

　　　　　 趙 石 宝(光 明日報理論部副

　　　　　 主任)

　　　　　 蘇 海 河(中 華全国新聞工作

　　　　　 新聞工作者協会国際連絡日本

　　　　　 担当)

12月8日 　技術動向専門委員会委員一行

12月14日　中国国家教育委員会視察団一行

　　　　　 団長 候　　詞(中 国科学院

　　　　　 西安光学機械研究所長)

　　　　　 許 琳(中 国国家教育委員

　　　　　 会財務局副所長)

　　　　　 王 英(中 国国家教育委員

　　　　　 会計画建設局所長)

　　　　　 徐 金 埜(国 家自然科学基金

　　　　　 会高給エンジニァ)

　　　　　 任 夏 武(国 家計画委員会科

　　　　　 学技術局項目官員)

　　　　　 斉 　 平(西 安光学機械研究

　　　　　 所)

12、目18日　平成元年度埋蔵文化財発掘技術

　　　　 者専門研修一行

12月22日 文 玉 杓(韓 国,韓 国精神文化

　　　　　 研究所助教授)
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　　(例)

　　　論文の場合　 (1)

　　　　石 田英一郎

　　　　　　1948　 「文化史的民族学成立の基本問題」『民族学研究』　 13(4):311-330。

Bohannan, P. 

   1973 Rethinking Culture: A Project for Current Anthropologist. Current 

       Anthropology  14(4)  : 357-372.

論文 の場合　(2)

　杉浦 健一

　　 　1942　 「民 間信仰の話」柳 田国男編 『日本民俗学研究』岩波書店,pp・117-143。
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Leach, Edmund 

   1964 Anthropological Aspects of Language: Animal Categories and Verbal Abuse. 

        In Eric H. Lennenberg (ed.), New Directions in the Study of Language, 

         The M. I. T. Press, pp. 23-63.

単行本の場合

　泉　 　靖一

　 　　1966『 文 明を もった生物』　 日本放送 出版協会。

Murdock, George P. (ed.) 

   1960 Social Structure in Southeast Asia. Viking Fund Publications in Anthro-

         pology No. 29, Wenner-Gren Foundation for Anthropological Research, Inc.

翻訳書の場合

　 エ リアーデ,M.

　　 　1974『 シャーマニ ズム　　古代的エ クスタシー技術　 　』 堀一 郎訳 冬樹社。

van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The Uni-

        versity of Chicago Press.
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